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 また、いじめを苦にした子どもの自殺は、わが国では繰り返し社会問題となり1995 年のスクールカウンセラー調査活用事業、2013 
年の「いじめ防止対策推進法」の制定の契機となった。いじめ加害とストレスとの関連が指摘されている（国立教育政策研究所、20
１０）。学習指導要領では、怒りやストレスとのつき合い方は、道徳ではなく保健体育に位置づけられている。しかし、授業時間は















  本シンポジウムに関心のある教育関係者・スクールカウンセラー・子どものサポーターにご参加いただき、いじめや暴 力からおと
なが子どもを守る教育のあり方だけでなく、いじめや暴力から子どもが自分を守る教育、子どもやおとながいじめや暴力をしない教
育のあり方や教育システムを、今回は「道徳の時間になにができるか」を中心に考えたい。 
話題提供者 柳沼良太（岐阜大学大学院教授） 「認知・情緒・行動をバランス良くとりいれた道徳授業」 井上真一（兵庫教育大学
大学院／兵庫県中学校教諭）「道徳授業とストレスマネジメント授業によるいじめ防止」 永浦拡（兵庫県スクールカウンセラー・兵
庫教育大学連合大学院博士課程） 「スクールカウンセラーがいじめ防止にできること」 指定討論 淀澤勝治（兵庫教育大学准教授）・










   ①対象：A高校1学年６クラス239名であった。 






















   ①いじめ意識尺度の因子分析 
 最尤法・プロマックス回転にて固有値１以上を基準に因子分析を行ったところ、５因子が抽出された。 
表１  高校生のいじめ意識尺度の因子分析結果（n=239） 






























.459 .013 .058 .158 .147




.009 .830 .046 .009 .046
12 私のクラスにいると、落ち着いたり、元気が出てきたりする。 .038 .624 .021 .023 .026












-.012 -.059 .774 .047 .019




.018 -.041 .012 .847 -.008
2 いじめがおきないようにするために、自分にもできることがある。 .027 .048 -.040 .804 .012
8 理由によっては、いじめをしても許されることがある。 .055 .027 .005 -.139 .777
5 いじめられる子は、いじめられてもよい理由がある。 -.017 -.016 -.029 -.040 .630
16 自分にいじめられる原因があれば、いじめられても仕方がない。 -.025 .078 .056 .132 .575
11 今までにいじめをしたことがある子なら、いじめられても仕方がない。 -.014 -.101 -.060 .062 .568
②いじめ防止授業で示した事前調査の結果スライド 


































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
事前 13.32 4.91 9.17 3.19 11.83 3.99 8.53 3.10 5.62 3.92 1.40 2.83 0.96 1.96
事後 13.77 4.84 9.27 3.19 11.99 4.42 8.99 3.07 5.64 4.31 1.16 2.56 0.62 1.87
ｔ値　有意確率 -1.78 0.08 -0.62 0.54 -0.70 0.49 -2.33 0.02 -0.11 0.92 1.54 0.12 2.74 0.01








1 .450** -.128* -.139* .147* -.021 .175**
有意確率 (両側) .000 .049 .034 .023 .748 .007
N 237 236 236 234 237 236 236
Pearson の相関
係数 .450
** 1 -.136* -.074 .041 -.090 .290**
有意確率 (両側) .000 .036 .259 .533 .169 .000











有意確率 (両側) .049 .036 .000 .002 .000 .955
N 236 237 238 235 238 237 237
Pearson の相関
係数 -.139
* -.074 .426** 1 .170** .419** -.049
有意確率 (両側) .034 .259 .000 .009 .000 .458
N 234 235 235 236 236 235 235
Pearson の相関
係数 .147
* .041 .203** .170** 1 .368** -.078
有意確率 (両側) .023 .533 .002 .009 .000 .229
N 237 238 238 236 239 238 238
Pearson の相関
係数
-.021 -.090 .522** .419** .368** 1 -.083
有意確率 (両側) .748 .169 .000 .000 .000 .203
N 236 237 237 235 238 238 237
Pearson の相関
係数 .175
** .290** -.004 -.049 -.078 -.083 1
有意確率 (両側) .007 .000 .955 .458 .229 .203






















































































1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
3 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
4 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
5 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
6 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
7 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
8 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10































b2津波言葉 .878 .035 .544
b4津波仕組 .845 -.043 .814
b7話す .778 .120 .707
b1避難訓練 .766 -.043 .666
b6作文 .765 .139 .453
b5心とからだ .759 -.136 .751
b3津波映像 .563 .347 .748
b9警報 -.087 .968 .774


















  ①問題 
奥尻地震津波を中学生の時に体験した者（定池祐季）と阪神淡路大震災を体験した者（植松秋）による自己開示が被災地の中学生
の心にどのように響くのかを授業感想の分析から明らかにする。 











































 ④防災教育と心のケアアンケート：７つの質問に対して、０この研修ではわからなかった １はじめてわかった ２すでにわかっ
































































































































３０－３４ 2 8.0 いいえ 11 44.0 24 96.0 15 60.0 21 84.0
３５－３９ 6 24.0 はい 14 56.0 1 4.0 10 40.0 4 16.0





























1 人数 0 4 1 20 0
％ 0 16 4 80 0
2 人数 1 8 0 15 1
％ 0 32 0 60 4
3 人数 0 9 2 14 0
％ 0 36 8 56 0
4 人数 0 4 2 18 1
％ 0 16 8 72 4
5 人数 0 5 2 18 0
％ 0 20 8 72 0
6 人数 0 13 0 12 0
％ 0 52 0 48 0
7 人数 0 7 0 18 0
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